
北海道国立大学機構の経営方針
北海道経済・産業の発展と国際社会の繁栄並びにSDGsに示された持続可能な社会の実現に貢献するため、
北海道内の実学を担う国立大学の教育研究機能を強化し、教育研究に対する国民の要請に応えるとともに、
我が国の高等教育及び学術研究の水準向上を図る。

ミッション

北海道国立大学機構は、商学・農学・工学を担う国立大学の結束と産学官金の強力な連携により、学びの探求
と実践力の向上に意欲と情熱を持つ多様な学生・社会人が、国内外から北海道に数多く集う「実学の知の拠点」
を形成し、ステークホルダーの期待に応えて社会の発展に貢献する。

グローバル化、Society5.0等の社会の変化に
柔軟に適応し、社会の各分野でリーダーと
して活躍できる人材を育成する。

持続可能な社会の実現に貢献する研究、イ
ノベーション創出に向けた研究を重点的に
推進する。

北海道を中心とする地域課題の解決に取り
組むとともに、実践的・専門的なリカレン
ト教育を推進し、地域創生を目指す。

国や地域の枠を超えた様々な機関との連
携・協働により、国際通用力を持つ人材育
成と国際性豊かな都市環境創出に取り組む。

社会に開かれた経営体制により、変動する
社会の要請に的確に対応できる法人運営と
強固な財政基盤を構築する。
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北海道課題解決のための産学
官金連携、教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等実践

多様な学生が切磋琢磨する
キャンパス環境実現

優秀な外国人留学生の獲得

多様なｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰの意見を的
確に反映する業務運営を実施

安定的な法人経営を持続

・様々な分野の複数の外部有識者で構成する理事長諮問組織の設置検討

・寄附金等の外部資金獲得戦略を企画する組織を法人に設置
・業務効率化によるコスト削減のためのITシステムの導入を積極的に推進

・北海道への留学ニーズ・実績の高い国・大学等を厳選して交流を強化
・留学生に対する生活支援、日本企業等への就職支援のための奨学金等充実

・海外大学、国際機関との連携強化により、教育の国際通用力を維持・発展
・日本人学生・外国人留学生の相互交流プログラム等を充実

・経済・産業界、地方公共団体等と恒常的に連携・協力する協議体を構築

経営を担う人材の育成・登用
により経営基盤を強化

・活躍する中堅、管理職を理事長・学長を補佐するポスト等に積極的に登用
・職員の企画力、マネジメント能力等を強化

ビジョン

文理融合的・異分野融合的な
知を備えた人材を育成

・学部1・2年次：数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ科目、文理融合導入科目等を提供
・学部3・4年次：専門分野と異分野の知識等を学ぶプログラムを複数展開

文理融合教育を学位取得
プログラムとして発展

・学部教育：共同教育課程等の学位取得プログラムの構築
・大学院教育：農学・工学の修士・博士号とMBAのﾀﾞﾌﾞﾙﾃﾞｨｸﾞﾘｰ制度構築

学問分野融合による
「知の社会実装」を推進

・ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰが三大学の研究データを一元管理して企業等に提供
・「企業等(産学官金)連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ(案)」の形成等産業界ﾆｰｽﾞに基づく共同研究体制整備

北海道の産業の活性化に資す
る研究等によりｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出

・次世代エコシステム一次産業実証拠点の構築、地域総合防災拠点の構築、
地域経済活性化研究等の分野融合研究を重点的に推進

観光・医療・食・ものづくり
等の産業振興に貢献

・先端的な専門知識・技術、経営・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等を教授するﾘｶﾚﾝﾄ教育を展開
・社会人の多様な学習形態に対応できる教育体制を充実
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